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牙をむいた地震の驚異 ～熊本地震から見えたものは～

“損しないため”の投票のススメ
霧島山の新たな名所「えびの岳」を楽しもう



オール霧島で熊本を支援
市は速やかな支援体制を整えました。
今後も支援を続けていきます。

４月15日	 第１回情報共有会議
	 	熊本市の要請を受け、水道部の給

水車１台、職員２人を派遣
	 	義援金箱を市役所・各総合支所な

どに設置

４月16日	 第２回情報共有会議
	 	関平鉱泉水を熊本県益城町へ
	 	緊急消防援助隊として消防局職員

８人を派遣

４月17日	 	九州市長会の要請で八代市など４
市に支援物資を提供

４月18日	 第３回情報共有会議
	 第１回支援対策本部会議
	 	関平鉱泉水を阿蘇市と菊池郡菊陽

町のソニーセミコンダクタ㈱へ
	 	市営住宅への一時入居受け入れを

開始
	 第２次給水派遣（水道部職員２人）

４月19日	 	市自治公民館連絡協議会が自治会
での義援金活動を決定

４月20日	 	緊急消防援助隊第２陣派遣（消防
局職員８人）

	 	市医師会医療センターの災害派遣
医療チーム（DMAT）を阿蘇市へ
派遣

４月22日	 支援物資の受け入れを開始
	 	県からの派遣要請により、宇

う

城
き

市
へ職員派遣を決定

（4月22日現在）

牙をむいた地震の驚異
～熊本地震から見えたものは～

熊本県で発生した熊本地震は、同県の住民の暮らしや九州全体に大きな打撃を与えました。
霧島市では被災地に対する支援の輪が広がっています。

一方で私たち市民の地震に対する備えは万全でしょうか。

新
生
児
用
の
オ
ム
ツ
や
生
理
用
品

な
ど
衛
生
面
に
関
す
る
品
が
不
足

し
て
い
る
避
難
所
も
あ
り
ま
す
。

道
路
や
橋
が
破
損
し
た
た
め
各
地

で
渋
滞
が
発
生
し
、
緊
急
車
両
や

支
援
物
資
の
運
搬
に
支
障
が
出
て

い
ま
す
。
ご
み
の
回
収
も
進
ま
ず
、

道
路
脇
に
は
大
量
の
廃
棄
物
が
積

ま
れ
て
い
て
、
衛
生
面
も
心
配
さ

れ
ま
す
。

被
災
地
で
は
多
く
の
ス
ト
レ
ス

に
さ
ら
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
途
方
に
暮
れ
な
が
ら
も
、
必
死

に
耐
え
る
被
災
者
が
今
も
な
お
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

４
月
14
日
、
最
大
震
度
７
の
地

震
が
熊
本
県
で
発
生
し
ま
し
た
。

16
日
深
夜
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
の
本
震
が
発
生
し
、
霧
島

市
で
も
震
度
４
を
記
録
。
熊
本
県

で
は
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
４

月
21
日
現
在
、
関
連
死
も
含
め
58

人
が
死
亡
。
け
が
人
は
千
人
を
超

え
、
約
９
万
人
が
避
難
生
活
を
続

け
て
い
ま
す
。
交
通
や
物
流
に
欠

か
せ
な
い
九
州
自
動
車
道
や
九
州

新
幹
線
が
寸
断
さ
れ
、
空
港
も
一

時
使
え
な
く
な
る
な
ど
、
鹿
児
島

県
も
含
め
九
州
全
体
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。

先
が
見
え
ぬ

被
災
地
の
惨
状

熊
本
県
内
で
は
最
も
大
き
な
被

害
が
あ
っ
た
益ま

し

城き

町ま
ち

を
中
心
に
各

地
で
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
ま
し

た
。４

月
22
日
現
在
で
は
余
震
も
続

き
、
今
も
大
勢
が
避
難
所
や
車
内

で
不
安
な
夜
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
水
や
食
料
が
不
足
し
、

断
水
や
ガ
ス
の
不
通
に
よ
り
入
浴

も
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。自

治
体
に
届
く
多
く
の
支
援
物

資
の
仕
分
け
に
も
人
手
が
足
り
ず
、

市
を
挙
げ
て
支
援

市
で
は
職
員
を
被
災
地
へ
派
遣

し
、
義
援
金
箱
の
設
置
、
支
援
物

資
の
提
供
、
被
災
者
の
市
営
住
宅

受
け
入
れ
な
ど
速
や
か
な
支
援
態

勢
を
整
え
ま
し
た
。
地
区
自
治
公

民
館
や
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

農
協
、
民
間
団
体
な
ど
に
も
支
援

の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

交
通
や
経
済
な
ど
鹿
児
島
県
と

深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
熊
本
県
の

復
興
は
、
私
た
ち
に
無
関
係
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
み
ん
な
で

支
援
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

霧島市が取り組む
支援対策

■義援金にご協力ください
　市や市社会福祉協議会などで義援金
を募集しています。
⃝�期間＝６月30日（木）まで（土日・祝
日を除く）
⃝�場所＝市役所国分庁舎、隼人庁舎、
各総合支所、市社会福祉協議会

�問＝�総務課�☎（64）0915、市社会福
祉協議会�☎（45）1557

※�災害に便乗した義援金詐欺も想定され
ます。募金を求められた場合は、相手
をよく確認するなど注意してください。

■救援物資の受け付け
　被災地への救援物資について、市民
や企業からの受け入れを行っています。
受け付けは被災地から要望が多い品目で、
賞味期限内・新品・未開封に限定します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。
⃝�受付期間＝４月22日（金）～５月21
日（土）午前９時～午後５時（土日・
祝日も受け付けます）
��問＝総務課�☎（64）0915

■市営住宅一時入居開始
　地震で被災し、住宅を必要としている
人に、市営住宅への一時入居受け付け
を行っています。家賃・敷金は免除します。
��問・�申＝建築住宅課�☎（64）0909

支援対策本部会議

派遣する消防職員を激励

関平鉱泉水の積み込み

市民団体も支援物資を届けた

❶地震で倒壊した無数の家屋　❷各地にあふれるごみの山　❸多くの道路や橋が破損し、交通に支障が出た　❹1階部分が完全につぶれた家屋

❶

❹ ❸ ❷

災害現場で救助活動に当
たる隊の食料確保や余

震による火災やけが人の確認
業務に当たりました。派遣当初
は、続発する余震で建物がい
つ崩れるか分からず、道路や橋
の多くが崩れて通行できないな
ど、救助業務は困難を極めまし
た。まちではどの給油所も行列
ができ、混乱している様子も見
られました。家屋や壁などが崩
れごみも積み重なり、復旧には
長い時間がかかりそうです。家
を無くした方々の今後の暮らし
が心配です。

給水支援に向かった熊本
市で就寝中、震度 7の

本震に遭遇。敷布団ごと高速
で左右に揺さぶられ、身動き
が取れず生きた心地がしません
でした。コンビニの食料や水は
品切れになり、断水で水洗トイ
レが使用できなくなるなど非常
に不便を感じました。給水所の
200㍍を超える列には、赤ちゃ
んを抱えた母親や高齢者が 3
時間以上並んでいました。限ら
れた量の水しか配分できず、避
難を続ける被災者の健康状態
が今も不安でなりません。

I N T E R V I E W

霧
島
市
水
道
部

深
水 

孝
志
主
査（
47
）

霧
島
市
消
防
局

岩
下 

力ち
か
ら

主
幹（
49
）

断
水
の
影
響
を
痛
感

復
旧
の
見
込
み
遠
く
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霧
島
市
で
も

震
災
が
起
き
た
ら

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
速

や
か
に
避
難
所
ま
で
逃
れ
る
訓
練

や
、
救
助
が
来
る
ま
で
の
数
日
間
、

水
や
食
料
の
確
保
が
必
要
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
避

難
準
備
を
し
て
い
る
か
声
を
掛
け

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
で
は

「
自
助
・
共
助
」
が
大
き
な
力
に

な
り
ま
し
た
。
危
険
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
自
分
や
家
族
、
近
所

や
地
域
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

マ
ッ
プ
を
訓
練
に
活
用
を

今
回
発
行
し
た
総
合
防
災
マ
ッ

プ
は
、
津
波
や
土
砂
災
害
、
火
山

噴
火
、
洪
水
な
ど
の
災
害
要
素
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
避
難
時
に
必

要
な
物
品
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な

ど
、
防
災
に
必
要
な
情
報
や
基
礎

知
識
も
掲
載
し
、
自
治
会
な
ど
を

通
じ
て
市
内
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震
防

災
マ
ッ
プ
を
平
成
23
年
に
各
自
治

会
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
熊
本
地
震
は
活
断
層
に

よ
る
直
下
型
地
震
で
し
た
。
地
震

防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
霧
島
市

に
も
活
断
層
が
あ
り
ま
す
。
災
害

の
驚
異
は
想
定
を
上
回
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
地
域
で
も

「
も
し
も
」
を
想
定
し
、
ま
ず
は

防
災
マ
ッ
プ
で
自
分
が
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
の
避
難
所
や
土
砂
災
害

の
危
険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
避

難
に
必
要
な
準
備
を
整
え
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
地
域
で
災
害
に
備
え

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　市では防災マップの配布以外に、災害などに対する対
策を行っています。
◦被災者支援制度
　災害による被害の程度によって、給付金や税・料の減免、住宅の確保、
保育などの支援が受けられる場合があります。

◦防災行政無線
　市が発する災害情報を放送する屋外スピーカーなどを市内全域222
箇所に整備しています。地域コミュニティ無線とも放送を接続し、市
からの防災情報などを聞けるようにしています。

◦避難行動要支援者の把握
　自ら避難することが困難な人を「避難行動要支援者」として事前に把
握し、避難時に活用するための名簿の作成を各地域に呼び掛けています。

◦防災出前講座
　市職員が土砂災害などのさまざまな防災についての講義を行います。
（無料）
　年末年始を除く希望日（土日・祝日も可）の14日前までに申し込みが
必要です。
��問＝安心安全課  ☎（64）0997

・木造住宅の耐震診断・耐震改修補助
　昭和56年5月31日以前に建築され、現在住居として使われている木
造住宅などの耐震診断と耐震改修の費用に対する補助を行っています。
��問＝建築指導課  ☎（64）0954

・ホームページやSNSでの情報発信
　市ホームページや市の公式フェイスブック、ツイッターで災害に関
する情報を速やかに発信しています。
��問＝秘書広報課  ☎（64）0955

市の防災対策

災害時の必要最低限の備えリスト

市
は
今
年
３
月
、民
間
と
協
働
で「
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

災
害
時
は
、家
庭
で
の
備
え
や
近
所・地
域
で
の

助
け
合
い（
自
助・共
助
）が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

❶女性団員らは炊き出しの手順を確認した
❷避難経路を確認する地域住民と消防団員
❸市の担当者の説明に真剣に耳を傾ける参加者

❶ ❷ ❸

防災マップ　霧島市 検索

目
の
前
が
海
、
後
ろ
が
が
け
地

と
な
る
福
山
町
の
沿
岸
部
地
域
。

そ
こ
で
活
動
す
る
消
防
団
福
山
方

面
隊
が
昨
年
11
月
15
日
、
地
震
や

桜
島
の
大
噴
火
、
津
波
を
想
定
し

た
本
格
的
な
避
難
訓
練
を
地
域
全

体
に
呼
び
掛
け
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

自
助
・
共
助
の
備
え
を

避
難
場
所
と
な
っ
た
小
廻
地
区

で
は
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
住

民
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
隊
長
の
福
森
芳
美
さ
ん
（
66
）

は
「
高
齢
者
が
多
い
地
区
で
は
災

害
時
、
で
き
る
範
囲
で
互
い
に
助

け
合
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
訓
練
で
は
要
支
援
者
の
確

認
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
が
、
避

難
所
へ
の
誘
導
や
炊
き
出
し
な
ど

実
際
の
動
作
や
必
要
な
時
間
の
確

認
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

前
・
小
廻
地
区
自
治
公
民
館
長

の
福
重
澄
雄
さ
ん
（
69
）
は
「
こ

の
地
域
は
地
震
や
錦
江
湾
の
海
底

噴
火
で
土
砂
崩
れ
や
津
波
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
地
区
外
に
通
じ
る
道

路
も
少
な
く
、
集
落
の
孤
立
も
想

　最低３日分の食料、物資を用意しましょう。水は１日
１人３㍑が目安です。
□	非常食	 □	タオル
□	懐中電灯	 □	ポリ袋
□	ラジオ	 □	トイレットペーパー
□	貴重品	 □	ガムテープ
□	救急袋	 □	軍手
□	着替え	 □	雨合羽
□	筆記用具	 □	レジャーシート
□	ハサミ・カッター

気を付けておきたいこと
□	非常用持ち出し袋の重さは体重の 1割程度に
□	免許証、保険証、通帳などのコピーを用意
□	家具類はしっかり壁に固定し、転倒を防止する
□	転倒の恐れがある大型家具のそばで就寝しない
□	物を整理し、日ごろから避難経路を確保しておく

～
防
災
マ
ッ
プ
活
用
で
備
え
を
～

消防団福山方面隊		隊長
福森芳美さん（66）

前・小廻地区自治公民館長
福重澄雄さん（69）

◦総合防災マップ
　（各世帯にも配布）
◦地震防災マップ
◦洪水ハザードマップ
◦火山防災マップ

市が発行する
防災マップ

各自治会に配布しています。
市ホームページからも取得できます。

今年３月に全戸配布した総合防災マップに
掲載されている津波マップ（上）。
活断層の位置などを掲載し、平成23年に各
自治会へ配布した地震防災マップ（下）。
それぞれ市役所や各総合支所、市ホームペー
ジでも閲覧できる。

牙をむいた地震の驚異 ～熊本地震から見えたものは～

霧島市周辺の活断層
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近
年
、
投
票
率
の
下
降
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。
衆
院
選
の
全
国
の
投

票
率
は
昭
和
55
年
を
ピ
ー
ク
に
下

降
に
転
じ
、
平
成
26
年
の
選
挙
で

は
52
・
66
％
と
過
去
最
低
を
記
録
。

特
に
20
～
40
代
が
５
割
を
割
り
込

み
、
20
代
は
32
・
６
％
と
世
代
別

で
最
低
。
昭
和
42
年
の
半
分
以
下

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

そ
ん
な
中
、
経
済
学
が
専
門
の

東
北
大
学
教
授
・
吉
田
浩
さ
ん

（
51
）
が
、
若
年
世
代
の
投
票
率

低
下
と
世
代
間
の
格
差
拡
大
と
の

関
連
を
調
査
す
る
た
め
、
昭
和
42

年
か
ら
の
国
政
選
挙
結
果
を
分
析

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
若
年
世
代
の
投

票
率
が
下
が
り
続
け
れ
ば
、
将
来

負
担
と
な
る
国
債
（
国
の
借
金
）

が
増
加
し
、
子
育
て
支
援
に
使
わ

れ
る
は
ず
の
お
金
が
別
の
と
こ
ろ

に
い
く
な
ど
、
高
齢
世
代
と
の
社

会
保
障
給
付
額
の
格
差
が
拡
大
。

結
果
、
若
年
世
代
の
投
票
率
が

１
％
低
下
す
る
と
、
若
年
世
代
は

１
人
当
た
り
年
間
約
13
万
５
０
０

０
円
分
損
を
す
る
と
い
う
試
算
を

発
表
し
ま
し
た
。（
図
２
）

吉
田
さ
ん
は
こ
の
結
果
を
「
若

年
世
代
は
『
政
治
不
参
加
税
』
と

い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
。
投
票
率
が
高
い
世

代
へ
の
政
策
を
政
治
が
重
視
す
る

傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
少

子
化
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

な
ぜ
投
票
に
行
か
な
い
の
か

年
代
別
棄
権
理
由
を
見
る
と
、

20
～
30
代
は
「
仕
事
が
あ
っ
た

か
ら
」「
関
心
が
な
い
か
ら
」
で
、

60
歳
以
上
は
「
候
補
者
の
違
い
が

分
か
ら
な
い
」「
適
当
な
候
補
者

や
政
党
が
な
い
」
が
主
な
理
由
で

し
た
。（
図
３
）

意
中
の
候
補
・
政
党
が
無
い
と

き
で
も
、
よ
り
自
分
の
考
え
に
近

い
候
補
者
を
見
つ
け
て
投
票
す
る

こ
と
が
、
自
分
の
暮
ら
し
を
良
く

す
る
た
め
の
近
道
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
投
票
前
に
、
候
補
者
の
考

え
方
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

忙
し
く
て
投
票
に
行
く
時
間
が

な
い
人
も
、
投
票
日
よ
り
前
に
投

票
で
き
る
「
期
日
前
投
票
」
が
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
ル
ー
ル
で

あ
る
法
律
な
ど
を
つ
く
る
議
員
や
、

そ
の
法
律
に
沿
っ
て
暮
ら
し
を
つ

く
る
地
方
自
治
体
の
長
な
ど
は
選

挙
で
の
み
選
ば
れ
ま
す
。
私
た
ち

の
多
く
が
抱
く
「
自
分
の
暮
ら
し

を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
意
思
は
、

投
票
で
し
か
示
せ
ま
せ
ん
。

選
挙
権
が
18
歳
以
上
に

こ
の
夏
の
国
政
選
挙
か
ら
「
投

票
権
」
を
持
つ
年
齢
が
、
現
在
の

「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
選
挙
年

齢
の
引
き
下
げ
は
実
に
70
年
ぶ
り

の
こ
と
で
、
有
権
者
が
新
た
に
約

２
４
０
万
人
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
世
界
の

約
９
割
の
国
々
で
選
挙
権
は
18
歳

以
上
と
い
う
国
際
基
準
に
合
わ
せ

よ
う
と
し
た
こ
と
に
加
え
、
若
い

世
代
の
意
見
を
政
治
に
取
り
入
れ

よ
う
と
し
た
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
若
者
に
未
来
を
変
え
る

権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

※

次
の
選
挙
。
ど
の
世
代
も
“
損

し
な
い
”
た
め
、
今
こ
そ
投
票
に

行
く
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え

「
自
分
だ
け
の
一
票
」
を
納
得
い

く
形
で
投
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

現
在（
４
月
22
日
）
で
は
、
参

議
院
議
員
選
挙
や
鹿
児
島
県
知

事
選
挙
な
ど
が
該
当
す
る
予
定

で
す
。

仕事があったから

選挙にあまり
関心がなかったから

適当な候補者も
政党もなかったから

候補者の人物像など
違いが

よく分からなかったから

若年世代（※1）の投票率が１％下がると、若年世代は高齢世代（※2）より
１人あたり年間13万5,000円“損”をしているという
試算が出ていることを知っていますか。
私たちの未来は、私たち自身の一票がつくります。
一人一人がどんな未来をつくりたいかを描き、投票に行くことが大切です。

出典：第46回衆議院議員総選挙全国意識調査（財団法人明るい選挙推進協会）を元に作成

出典：年齢別投票率の違いが世代間の格差を拡大している可能性（吉田浩、平成25年）

出典：第46回衆議院議員総選挙全国意識調査（財団法人明るい選挙推進協会）

“損しないため”の
投票のススメ

学校を良くする方法を選挙公約に行われた昨年
の生徒会選挙では、どの候補者が良いか懸命
に考え、悩み抜いて投票しました。私にはまだ政
治が身近に感じられないので国政選挙の投票

ではもっと悩むと思います。少しでも自分の考えで投票できるよう、候
補者の考えや経歴が、誰にでも簡単に分かるように工夫されるとみん
な投票に行きやすくなるのではないでしょうか。もっと世の中のことを学
んで、自分なりの答えを持ち、初めての投票に必ず行きたいと思います。

※1：ここでは20 ～ 49歳　※2：ここでは50歳以上

図１　衆議院議員総選挙における年代別投票率（抽出）の推移

図２　若者世代は１％の投票棄権でおよそ13万５千円の損

図３　年代別棄権理由（上位４つ）

市内の各高校ではこれまで、模擬投票や出前授業を行
うなど、選挙や投票への学習や準備を進めています。

真剣に投票と向き合って
国分高校3年		本村	真

ま

子
こ

さん（17）

66.69
63.13

S.42
31

（％）

S.58
37

H.2
39

H.8
41

H.21
45

H.26
47

57.76

36.42

49.45

32.58

52.66

69.28
73.3174.57

73.99

77.88

30.7

23.2

21.3

24.8

27.0

19.1

21.1

32.9

16.4

13.1

27.9

42.6

90

80

70

60

50

40

30

0 10 20 30 40 50

85.23
87.21

77.25

59.65

84.15

68.28

選　挙　期　日

年
回

20歳代
60歳代
全　体

20〜30歳代 40〜50歳代 60歳以上

約
135,000円/年

高齢者に比べた
福祉給付の差額
約59,800円

国債発行による
将来の負担
約75,300円

若年世代と高齢世代の「1人あたり
社会保障給付の額」の差は59,800円拡大

将来の負担となる国債が若年世代
1人あたり73,500円分発行
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　国立公園である霧島山は貴重
な自然を維持・保護するため、法
律でさまざまなルールが決められ
ています。私たちが霧島山の自然
を快適に楽しめるのも、これまで
登山道を管理してきた人やマナー
を守ってきた登山客のおかげです。
安全に登山を楽しみ、自然の素晴
らしさや大切さを感じてみませんか。

◎登山のマナー
◦	霧島山は活火山です。えびのエコ
ミュージアムセンターなどで天候と火
山の状況を確認してから入山しましょ
う。
◦	トイレは登山前に済ませ、山中では携
帯トイレを使いましょう。
◦	入山前には登山届けを提出しましょう。
（最寄りのボックスは、県道１号側の
登山口の道路反対側に設置）
◦	山中は禁煙です。
◦	自然をそのまま維持するため、ごみは
持ち帰り、動植物や枝・石などを持ち
帰らない、シカにエサを与えないよう
にしましょう。
◦	登山道から外れず、沢や火口には絶対
に降りないようにしましょう。
◦	登山道の侵食を軽減するため、ストッ
クの先端にキャップを付けましょう。

◎登山に必要なもの（チェック）
□動きやすい服装、□携帯食料、□警笛、
□懐中電灯、□地形図、□コンパス、□
携帯電話（一部通話できないエリアもあ
ります）、□ラジオ、□携帯トイレ
※	山の天候は変わりやすく、朝晩は冷え
込むこともあります。
□雨具、□防寒具

◎最寄りの情報提供施設
◦えびのエコミュージアムセンター
　☎ 0984（33）3002
◦霧島市観光協会		☎（78）2115

◎緊急連絡先
◦霧島警察署		☎（47）2110
◦横川警察署		☎（72）0110
◦霧島市消防局		☎（64）0119

1

30

登山口
頂上

えびのエコ
ミュージアムセンター
足湯の駅
えびの高原

えびの高原
スケートリンク

えびの高原
キャンプ場

交番

P
P

霧
島
市
牧
園
町
→

←えびの市街地

えびの岳
1,293m

火口

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

え
び
の
高
原
の「
え
び
の
岳
」登
山
道
が
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
植
生
が
魅
力
で
、
気
軽
に
楽
し
め
る
霧
島
山
の
新
た
な
名
所
を
、

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧
島
山
の
新
た
な
名
所

「
え
び
の
岳
」を

楽
し
も
う

え
び
の
岳
は
標
高
１
２
９
３
㍍
、
麓
の
え

び
の
高
原
と
の
差
は
１
４
３
㍍
と
な
だ
ら
か
。

所
要
時
間
は
休
憩
を
取
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
も
１
周
90
分
ほ
ど
で
、
初
心
者
に
は

最
適
な
コ
ー
ス
で
す
。

頂
上
か
ら
は
、
東
は
韓
国
岳
や
硫
黄
山
、

南
は
錦
江
湾
や
桜
島
、
牧
場
や
煙
を
上
げ
る

地
熱
発
電
所
な
ど
が
一
望
で
き
、
高
千
穂
峰

や
韓
国
岳
か
ら
眺
め
る
景
色
と
は
一
味
違
っ

た
絶
景
の
パ
ノ
ラ
マ
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

植
生
も
豊
か
で
、
５
月
に
は
キ
リ
シ
マ
ミ

ズ
キ
や
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
世
界
で
唯
一
え
び

の
高
原
だ
け
に
自
生
す
る
ノ
カ
イ
ド
ウ
な
ど

を
は
じ
め
、
四
季
折
々
の
花
が
登
山
客
を
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
ア
カ
マ
ツ
や
ブ
ナ
な
ど
の

木
々
か
ら
木
漏
れ
日
が
指
す
登
山
道
は
木
の

階
段
や
ル
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、
野
鳥
の
さ
え

ず
り
や
風
の
さ
さ
や
き
を
聞
き
な
が
ら
森
林

浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

霧
島
山
は
５
年
前
の
新
燃
岳
噴
火
や
硫
黄

山
の
一
部
入
山
規
制
な
ど
で
利
用
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
霧
島
市
と

え
び
の
市
は
市
域
を
超
え
て
国
立
公
園
霧
島

山
の
魅
力
を
増
や
そ
う
と
、
え
び
の
岳
登
山

道
の
共
同
管
理
者
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
新
た
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
え
び
の
岳
登
山
を
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

えびの岳

マンサク

キリシマミズキ

シロモジ

ハイノキ

カケス

県境にある登山道入口

ミヤマキリシマ

春リンドウ

えびの岳から見た韓国岳

木漏れ日差す登山道

ノカイドウミズナラの新緑

登山ルートを示す帯

団体名
問い合わせ先

霧島市ふるさと
ガイドクラブ

☎（57）1588

霧島ジオガイド
☎（64）0936

霧島ネイチャー
ガイドクラブ

☎ 0984（22）73
30

1 人からガイド可
。ガイドの確保の

ため、

なるべく早めに申
し込みください。

料金

など詳細は問い合
わせください。

※	荒天やガイドが
不在の場合は、受

けら

れない場合があり
ます。

※えびの岳以外も
案内できます。	

ガイドと一緒に

楽しく安全に案内
します

韓国岳

硫黄山

夷守岳 高千穂峰

大浪池

えびのエコ
ミュージアム
センター

白鳥山

新燃岳

鹿児島県

宮崎県
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体
を
動
か
し
た
市
民
の
参
加

率
を
自
治
体
間
で
競
う

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
が
今
年
も

や
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
霧

島
市
は
80
％
も
の
参
加
率
を
達
成

し
、
初
勝
利
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
の
相
手
は
、
昨

年
86
％
と
霧
島
市
を
さ
ら
に
上
回

る
参
加
率
で
２
勝
目
を
挙
げ
た
強

豪
・
秋
田
県
横
手
市
で
す
。
今
回

も
厳
し
い
争
い
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
目
的
は
、

健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
、

体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
す
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
散
歩
や
ス
ト

レ
ッ
チ
の
軽
い
運
動
、
ご
み
拾
い

な
ど
で
も
参
加
を
認
め
ら
れ
ま�

す
。
み
ん
な
で
行
う
と
互
い
の
交

流
を
増
や
す
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
地
域
や
団
体
・
グ
ル
ー

プ
な
ど
で
誘
い
合
わ
せ
て
参
加
し
、

市
民
全
員
で
勝
利
を
つ
か
み
ま

し
ょ
う
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
（
今

年
は
5
月
25
日
）
に
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
行
っ
た
住
民
の

「
参
加
率
」
を
自
治
体
同
士
で
競

う
大
会
で
す
。
カ
ナ
ダ
が
発
祥
で
、

日
本
で
は
平
成
５
年
に
笹
川
ス

ポ
ー
ツ
財
団
が
普
及
を
開
始
。

対戦相手は強豪・秋田県「横手市」
横手市

■報告（事前申請）方法
下記の５種類の方法で事前申請できます。
（当日の報告が不要になります）
◦電話→☎（42）1117
◦ファクス→FAX（43）5380
◦電子メール→hoken-taiiku@city-kirishima.jp
◦スマートフォン→右記の２次元バーコード
◦ホームページ→市のホームページチャレンジデー報告フォーム
※	当日は回線が込み合ったり、報告を忘れてしまったりする場合があるため、
なるべく事前申請をお願いします。

※	事前申請をした人で、当日の参加人数などに変更があった場合は、当日午後
９時30分までにご連絡ください。

◦参加資格＝市民以外に、通勤・通学で当日市内にいる人も参加可能。

2016

��問・�報＝保健体育課スポーツ振興グループ☎（42）1117、℻（43）5380、
各地区教育振興課

　チャレンジデー当日は市内の体育施設が無料開放されます。た
だし、照明料などが発生する場合がありますので、詳しくは各体
育施設まで問い合わせください。
◦利用時間＝午前８時30分〜午後10時

Let's try

15min5月25日㊌開催

CIVIC NEWS

目指せV2!
キバイもんそ!
霧島市民力!

霧　島　市 VS 横手市（秋田県）
126,847人 総人口 94,448人
603.18k㎡ 面　積 692.80k㎡
80.7% 前回参加率 86.9%

３回目（１勝１敗） 参加回数 ４回目（２勝１敗）

■昨年の参加率と対戦相手

◦	住宅取得（新築・中古購入）および増改築補
助
①	転入定住者＝基準日（平成28年４月１日）
以降に定住の意思をもって市外から本市に
転入し、本市に住宅を取得または増改築す
る人。（市街地は中古購入、増改築のみ）
②	転居定住者＝基準日以降に、市街地から定
住の意思をもって中山間地域に転居し、住
宅を取得または増改築する人。
◦	家賃補助
基準日以後に中山間地域の※２貸家に入居し
た転入定住者。

◦	取得または増改築する住宅に５年以上居住
する意思があり、生活の本拠があること。
◦	家賃補助を受けて３年以上定住する意思が
あること。
◦	補助金申請日において、60歳未満である
こと。
◦	居住地の自治会に加入し、自治会活動や地
区公民館活動に参加すること。
◦	配偶者がいる場合は、配偶者も移住定住す
ること。
◦	市区町村税に滞納がないこと。
◦	住宅を取得または増改築する日から１年以
内、賃貸借契約初日から90日以内に補助
金申請を行うこと。

◦	平成25年４月１日から平成28年３月31日
の間に転入した人で、基準日	（平成28年
４月１日）以後に住宅を取得または増改築
した人。
◦	平成27年４月１日から平成28年３月31日
までの間に住宅取得・増改築した人で、基
準日から平成29年３月31日までの間に転
入する人。
◦	旧補助制度の要件を満たし住宅取得・増改
築してから１年が経過していない人。

霧島市は、
移住される人をサポートします。
市街地からの転居も対象です。

おじゃんせ霧島市

補助対象者 補助対象者の要件 特例の補助対象者

◎対象期間＝平成28年４月１日から平成32年３月31日までの４年間

ふるさと創生移住定住促進補助制度

補助金の種類
補助金額（限度額）

備　考
中山間地域 市街地

住宅取得
補助金

新築 100万円 −

中古
購入 50万円 20万円

住宅増改築
補助金 50万円 20万円

要した経費に対して
中山間地域4/5
市街地3/5

家賃補助金
（新設）

月額賃料の3分の2
（上限3万円）を12
か月分

補助金の種類
補助金額（限度額）

備　考
中山間地域

住宅取得
補助金

新築 100万円

中古
購入 50万円

住宅増改築
補助金 50万円

要した経費に
対して
中山間地域4/5

家賃補助金なし −

① ②転入定住者（市外住民）
（市外から霧島市への転入）

転居定住者（市民）
（市街地から中山間地域への転居）

↑市ホームページ
で詳しく紹介して
います。

※2　	貸家とは、賃貸借契約を締結し居住の用に供する一戸建ての住宅をいう。ただし、社宅、寮など給与住宅や公営住宅ならびに、2親等以内の親族が所有
する住宅を除く。

� �問＝共生協働推進課中山間地域活性化グループ  ☎（64）0988

霧島市では平成28年度から市内への転入者に対して、新たに“市
街地”の中古住宅購入・増改築、※1中山間地域での家賃などに対する
補助を始めました。これまで実施してきた中山間地域での住宅取得
などに対する最大100万円+αの補助も引き続き実施します。
自然豊かな霧島市に移住したい人は今がチャンスです。
お知り合いで移住を検討中の人に、ぜひこの制度をご紹介ください。

※1　市内の国分・隼人の市街地を除いた、規則で定める区域のことです。

年 １回、市を挙げて一つのことに取り組
むチャレンジデー。「今年も勝ってみ

んなで喜びを分かち合いたい」。その思いで
当日は、国分総合体育館で午前10時から
正午までニュースポーツなどを企画しました。
15分間自分にできることを見つけて今年も
勝ちましょう。

霧
島
市
民
一
丸
と
な
っ
て

本田 寛子さん（66）（国分敷根）

◦扶養加算金＝中学生以下の扶養者１人につき 30万円加算。※家賃補助金対象者と市街地への移住者は除く。

午前０時〜午後９時

11  Kirishima City Public Relations, 2016.5, Vol.230, Japan 広報きりしま  10

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s



◎隼人町嘉例川

横井喜
き

代
よ

子
こ

さん（85）

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

大
き
め
の
釜
か
ら
出
る
湯
気

と
だ
し
の
香
り
が
漂
う
公

民
館
。
か
ま
ど
を
囲
む
女
性
た
ち

の
中
心
に
い
る
の
は
、
隼
人
町
嘉

例
川
の
横
井
喜き

代よ

子こ

さ
ん
（
85
）

で
す
。

横
井
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
の
は

同
地
区
に
昔
か
ら
伝
わ
る
「
か
れ

い
が
わ
ず
し
」。
主
に
地
域
の
集

ま
り
や
行
事
が
あ
る
と
き
に
季
節

を
問
わ
ず
作
ら
れ
ま
す
。
材
料
は

米
、み
そ
、砂
糖
、鶏
が
ら
に
シ
ョ

ウ
ガ
を
使
い
、
通
常
よ
り
た
く
さ

ん
の
水
で
炊
く
の
で
柔
ら
か
い
食

感
が
特
徴
で
す
。

横
井
さ
ん
が
か
れ
い
が
わ
ず
し

と
出
会
っ
た
の
は
20
歳
の
と
き
。

溝
辺
町
か
ら
嘉
例
川
に
嫁
い
だ
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
初
め
て
食
べ
た
の
は
地
域
の

集
ま
り
の
と
き
で
し
た
。
鶏
の
う

ま
味
が
染
み
込
み
、
シ
ョ
ウ
ガ
が

ピ
リ
ッ
と
効
い
て
、
く
せ
に
な
る

味
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
か
れ

い
が
わ
ず
し
は
、
笑
顔
が
絶
え
な

い
地
域
の
場
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

作
る
と
き
は
、
地
域
の
女
性
た

ち
が
食
材
を
持
ち
寄
り
、
か
ま
ど

で
炊
き
ま
す
。
横
井
さ
ん
も
教
わ

り
な
が
ら
、
か
れ
い
が
わ
ず
し
の

作
り
方
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
嫁
い
だ
頃
は
心
細
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
一
緒
に
作
り
な
が

ら
、
最
初
は
世
間
話
か
ら
始
ま

り
、
次
第
に
打
ち
解
け
る
よ
う
に
。

困
っ
た
と
き
に
は
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
た
り
、
お
互
い
助
け
合
っ
た

り
す
る
な
ど
、
か
れ
い
が
わ
ず
し

が
縁
を
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
」

以
来
60
年
余
り
。
今
で
は
地
域

の
人
か
ら
「
名
人
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
集

ま
り
が
あ
る
と
、
横
井
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
か
れ
い
が
わ
ず
し
作

り
を
引
き
受
け
ま
す
。

「
地
域
の
人
が
お
い
し
そ
う
に

食
べ
る
姿
を
見
る
と
、
初
め
て
一

人
で
作
っ
た
か
れ
い
が
わ
ず
し
を

『
う
ま
い
』
と
言
っ
て
食
べ
て
く

れ
た
亡
き
夫
の
笑
顔
を
思
い
出
し

ま
す
。
夫
の
面
影
を
残
し
て
く
れ

る
こ
の
料
理
を
大
事
に
受
け
継
い

で
い
き
た
い
」

横
井
さ
ん
の
作
る
、
昔
も
今
も

変
わ
ら
ぬ
味
の
か
れ
い
が
わ
ず
し

が
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

地域の変わらぬ味「かれいがわずし」

〈材　料〉			 		米…１升、水…３升、鶏がら…１㎏、砂糖（ざらめ）…200g、みそ
…700g、ショウガはお好みで

〈作り方〉	 ① 		釜に水と鶏がらを入れ30分ほど煮込み、あくを取りながらだし
をとる。

	 ② ①に砂糖、粗めに刻んだショウガ、最後にみそを入れる。
	 ③ 洗った米を入れ、一度底からかき混ぜ炊く。
	 ④ 		ふたをして沸騰したら火を消し、もう一度かき混ぜ、ふたをして

30分ほど蒸らす。

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時
＝５月19日

（木）午後３
時30分〜、

　５月20日
（金）○再 午前

10時30分
〜

◦コーナー
名＝「SHIK

Oと堀ちゃ
んの

　かごっま
弁で語いも

んそぉ」

か
れ
い
が
わ
ず
し

消防局では法改正による無線デジタル化に対応するため、基
地局や指令台の整備、各車両への無線設置などを進め、4月
から最新鋭の高機能指令センターの運用を始めました。

小
学
生
が
職
人
な
ど
の
仕
事
を
見
た
り
体
験
し
た
り
す
る

「
お
し
ご
と
体
験
！
き
り
し
ま
」
が
3
月
6
日
、
国
分
中

央
高
校
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
児
童
１
５
０
人
と
保

護
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

街頭に設置されたストリートピアノで祈りと歌声を
東日本大震災の被災地に届ける「第５回ストリート
ピアノでつなぐ祈りのハーモニー」が3月11日、霧
島市を含む全国15会場で開催され、国分パークプラ
ザには150人が参加しました。

第20回龍馬ハネムーンウオークin霧島が、3月19、20
日に開催され、全国から訪れた家族連れや新婚カップル
など約4,300人が早春の霧島路を歩きました。

南
九
州
に
春
を
告
げ
る
初
午
祭
が
2
月
28
日
、
鹿

児
島
神
宮
で
開
催
さ
れ
、
太
鼓
や
三
味
線
に
合
わ

せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
鈴
掛
け
馬
を
見
よ
う
と
約

10
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む
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ふ
く
ろ
う
の
ポ
ー
の
夢
は
コ
ッ
ク

さ
ん
に
な
る
こ
と
。
あ
る
日
、
料

理
の
へ
た
な
モ
グ
ラ
の
代
わ
り
に
、

お
イ
モ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
料
理
す

る
こ
と
に
…
。

ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る

レ
ス
ト
ラ
ン

中
村 

明
蔵
　
著

古
代
隼
人
周
辺
の
史
話･

伝
承
な

ど
を
主
に
取
り
上
げ
、
著
者
の
半

世
紀
に
も
及
ぶ
歴
史
探
究
の
視
点

で
解
き
明
か
す
。

薩
隅
今
昔
史
談

｢

利
己
的
な
年
寄
り｣

が
増
え
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
作
者
が

｢

美
し
い
老
い
方｣

を
説
く
38
篇
の

エ
ッ
セ
ー
。

曽
野 

綾
子
　
著

ふ
く
ざ
わ 

ゆ
み
こ
　
作

京
都
在
住
の
人
気
ブ
ロ
ガ
ー
が
、

季
節
を
大
切
に
し
た
12
か
月
の
過

ご
し
方
や
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

田
中 

千
恵
　
著

｢

く
り
か
え
し｣

を
楽
し
む

12
か
月
の
お
う
ち
し
ご
と

老
境
の
美
徳

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所
ほるとの森おはなし会 ５月14日（土）、28日（土）、6月11日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館
☎（64）0918

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ６月 4日（土）10：30 ～ 11：30　　

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ６月 6日（月）10：30 ～ 11：00　　

おはなしの部屋
５月15日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
６月 2日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］
６月 3日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ６月12日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） ５月16日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場 ５月28日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室
☎（56）2026

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

５分程度
で読める

話を集め

た短編本
です。くす

っと笑えた

り、感動し
たりする話

など、た

くさんの感
情を与えて

くれます。

新しいジ
ャンルの

話に挑戦
し

たいと思っ
ている人や

、好きな

ジャンルの
話を見つけ

たい人も

ちょっとし
た時間に

読めるの
で、

新しい発見
につながる

と思いま

す。

（横川町上
ノ在住）

東
ひがし

麻
あ

生
そう

原
ばら

 亜美さん

おすすめの本

５分後に意外な結末

川畑 勝  編集（Gakkenn）

私
の
宝
本

短い時間で

新しい世界

バ
ベ
ル
九
朔
／
万
城
目
学

神
様
の
コ
ド
モ
／
山
田
悠
介

橋
を
渡
る
／
吉
田
修
一

謎
の
女
幽
霊
蘭
／
出
久
根
達
郎

ウ
ィ
ン
タ
ー
家
の
少
女
／
キ
ャ
ロ
ル･

オ
コ
ン
ネ
ル

武
士
の
娘　

新
訳
／
杉
本
鉞
子

冠
婚
葬
祭･

お
つ
き
あ
い
の
Ｑ
＆
Ａ
／
杉
本
祐
子

座
っ
て
で
き
る
！
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
／
山
田
い
ず
み

美
し
い
身
体
を
つ
く
る
教
科
書
／
山
坂
元
一

初
め
て
の
育
児　

最
新
版
／
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ

き
み
の
隣
り
で
／
益
田
ミ
リ

第
二
の
人
生
／
前
園
真
聖

オ
バ
ケ
屋
敷
に
お
引
っ
越
し
／
富
安
陽
子

ケ
ン
ガ
イ
に
っ
！
／
高
森
美
由
紀

干
し
た
か
ら
…
／
森
枝
卓
士

す
ぽ
ー
つ
の
ほ
ん
／
デ
ィ
ッ
ク･

ブ
ル
ー
ナ

国分図書館
休館のお知らせ

特別整理期間のため
次の期間
休館します。

◦ 期間＝６月13日(月)〜22日(水)
※	休館中に図書の返却をする人は、
図書館の入口および歩道沿いに返
却ポストを設けていますので、ご
利用ください。

�問＝国分図書館  ☎（64）0918

高
さ
約
１
㍍
の
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え
、

風
の
よ
う
に
走
る
の
は
国
分
中
央
高

校
３
年
の
岩
切
亨こ

う

生き

さ
ん
（
17
）
で
す
。

昨
年
、
愛
知
県
で
行
わ
れ
た
日
本
ユ
ー
ス

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

で
県
記
録
を
７
年
ぶ
り
に
更
新
し
、
３
位
に

入
賞
。
今
年
３
月
に
大
阪
で
行
わ
れ
た
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
会
60
㍍
ハ
ー
ド

ル
で
は
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

中
学
生
の
と
き
は
走
り
高
跳
び
の
選
手

だ
っ
た
岩
切
さ
ん
。
ハ
ー
ド
ル
競
走
を
始
め

た
の
は
高
校
１
年
の
夏
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
競
走
の

試
合
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え
速
く
走
る
選
手

が
格
好
良
く
見
え
ま
し
た
。
や
っ
て
み
る
と

跳
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
や
足
の
上
げ
方
が
難
し
く
、

ど
う
す
れ
ば
速
く
走
れ
る
の
か
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
本
格
的
に
試
合
に
出
て
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

ハ
ー
ド
ル
競
走
を
始
め
て
１
か
月
後
の
県

の
新
人
戦
で
は
い
き
な
り
の
１
位
に
。
さ
ら

に「
速
く
な
り
た
い
」と
練
習
を
重
ね
ま
す
が
、

そ
の
年
の
冬
に
は
タ
イ
ム
が
伸
び
ず
、
ス
ラ

ン
プ
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
持
ち
前

の
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
が
発は

っ

揮き

さ
れ
ま
す
。

「
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
力
に
、

ハ
ー
ド
ル
の
踏
み
切
り
方
な
ど
基
礎
か
ら
見

直
し
、
何
度
も
走
り
込
み
ま
し
た
」

そ
の
後
、
踏
み
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ

な
い
な
ど
の
原
因
が
分
か
り
復
調
。
タ
イ
ム

を
縮
め
、
高
校
総
体
な
ど
の
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
今
年
３
月
に
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
校
生
が
集
ま
る
陸
上
競
技
強
化

合
宿
に
参
加
。
日
本
を
代
表
す
る
コ
ー
チ
か

ら
の
指
導
や
ほ
か
の
選
手
か
ら
も
刺
激
を
受

け
、
さ
ら
に
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

試
合
会
場
ま
で
送
迎
し
て
く
れ
る
の
は

母
・
有ゆ

貴き

子こ

さ
ん
（
43
）。
岩
切
さ
ん
は
「
試

合
前
の
“
頑
張
っ
て
ね
”
と
い
う
言
葉
が
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し

ま
す
。

夢
は
「
２
０
２
０
年
の
鹿
児
島
国
体
と
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
。

メ
ダ
ル
を
取
っ
て
母
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え

た
い
」
と
熱
く
話
す
岩
切
さ
ん
。
夢
を
か
な

え
る
た
め
、
今
日
も
走
り
ま
す
。

日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

３
位（
14
秒
02
）

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
会

60
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

４
位（
８
秒
13
）

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

ハードルを次 と々跳び越える岩切さん

感
謝
の
心
を
胸
に

メ
ダ
ル
を
取
る

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

国分中央高校３年
スポーツ健康科

岩切 亨
こ う

生
き

さん（17）

持久力・筋力を付けるた
め、練習がない日も坂
道ダッシュなどトレー
ニングをする。

YELL

大会前に故障することが多
く心配しましたが、いつも期
待以上の結果を残してくれま
す。競技だけでなく、心も
成長したように思います。指
導してくださった方に感謝を
忘れずに、これからも家族
みんなで応援していきます。

母・有貴子さん（43）

エール
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子
ど
も
た
ち
の｢

エ
イ
ッ｣

と
い
う

気
合
い
の
入
っ
た
掛
け
声
が
響
く

道
場
。
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
大
き
な
声
で
空

手
道
を
教
え
て
い
る
の
は
隼
人
町
小
田
の
青

木
壽ひ

さ

男お

さ
ん
（
73
）
で
す
。
青
木
さ
ん
は
、

空
手
道
の
流
派
の
一
つ
・
糸し

東と
う

会
の
師
範
で
、

現
在
、
県
空
手
道
連
盟
の
相
談
役
や
全
国
糸

東
会
の
副
理
事
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

沖
永
良
部
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
青
木
さ
ん
。

中
学
、
高
校
で
は
柔
道
を
し
、
高
校
３
年
の

と
き
に
は
大
島
郡
柔
道
大
会
個
人
戦
で
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
入

学
時
の
青
木
さ
ん
の
身
長
は
１
６
９
㌢
、
体

重
は
70
㌔
と
柔
道
選
手
と
し
て
は
小
柄
。
当

時
、
柔
道
は
体
重
別
で
は
な
く
、
大
き
な
体

の
選
手
も
い
て
体
格
的
に
不
利
だ
っ
た
た
め
、

柔
道
を
諦
め
、
中
学
生
の
と
き
に
少
し
習
っ

て
い
た
空
手
道
へ
。
日
々
、
大
学
の
空
手
道

部
の
練
習
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

「
組
手
」
や
「
形
」
の
技
、「
君
子
の
拳
」
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

「“
君
子
の
拳
”
と
は
、
空
手
を
学
ぶ
者
は

空
手
道
の
修
業
を
通
し
学
問
を
究
め
、
良
い

行
い
を
積
ん
で
立
派
な
人
格
者
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
今
で
も
教
訓

に
し
て
い
る
言
葉
で
す
」

大
学
卒
業
後
は
、
霧
島
市
内
の
高
校
で
教

壇
に
立
ち
、
昭
和
56
年
、
青
木
さ
ん
が
38
歳

の
と
き
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
隼
人
糸
東
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

「
教
員
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
あ

い
さ
つ
な
ど
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
教
育
が
で

き
て
い
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
空
手
道
を

通
し
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
取
り
組
ま
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
、
隼
人
糸
東
会
の
結
成
に

踏
み
切
り
ま
し
た
」

現
在
、
隼
人
糸
東
会
に
は
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
22
人
が
通
い
、
隼
人
武
道
場
で
の
週

２
回
の
練
習
に
元
気
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

練
習
で
は
、
大
き
な
声
で
正
し
く
礼
を
す
る

こ
と
か
ら
始
め
、基
本
の
「
受
け
方
」
や
「
立

ち
方
」な
ど
に
重
点
を
置
き
、両
親
へ
の
感
謝
、

弱
い
者
を
い
じ
め
な
い
、
目
標
を
持
ち
努
力

を
続
け
る
こ
と
な
ど
を
、
練
習
を
通
し
て
自

然
と
身
に
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
青

木
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は「
ま
ず『
今

の
蹴
り
は
良
か
っ
た
ね
』
な
ど
、
良
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
て
褒
め
る
こ
と
。『
こ
こ
を
直

せ
ば
も
っ
と
良
く
な
る
よ
』
と
指
導
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
が
出
て
成
長

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。
保

護
者
か
ら
は
「
学
校
の
先
生
か
ら
授
業
態
度

が
良
く
な
っ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
声
も
聞

こ
え
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
、
県
空
手
道
連
盟
の
創
設

に
大
き
く
関
わ
り
、
選
手
の
育
成
・
強
化
に

貢
献
す
る
な
ど
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
日
本

体
育
協
会
公
認
の
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
青
木
さ
ん
は
「
受

賞
で
き
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
活
動
し
た
多
く
の
子
ど
も
た
ち
、
育
成

会
の
方
々
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
仲
間
の
お

青木 壽
ひさ

男
お

さん（73）

大島郡知名町出身。県糸東会会長。ラ
ジオ体操や５kgの鉄アレイなどで体を鍛
える。教員を14年間勤めた後、公益財団
法人日本習字教育財団鹿児島事務所長
を務める。全日本空手道連盟公認７段。
柔道３段。隼人町小田在住。

か
げ
で
す
」
と
感
謝
の
念
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

青
木
さ
ん
自
身
も
師
範
と
し
て
「
子
ど
も

た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頑
張
る
姿
を
見
せ

た
い
」
と
、
自
ら
も
糸
東
会
の
全
国
大
会
に

出
場
、
今
年
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

の
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

目
標
を
「
体
力
が
続
く
限
り
子
ど
も
た
ち
の

指
導
に
携
わ
り
た
い
。
そ
し
て
２
０
２
０
年

の
鹿
児
島
国
体
に
向
け
て
、
霧
島
市
か
ら
選

手
を
輩
出
し
た
い
」
と
話
す
青
木
さ
ん
。
道

場
で
は
、
今
日
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

「
礼
」
の
声
と
共
に
、
青
木
さ
ん
の
熱
の
こ

も
っ
た
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

Vol.110THE SCENE

霧島に生きる

君
子
の
拳

練習前のウオーミングアップ 試合さながらの組手を交わす 「礼」を教える青木さん 一人一人に「突き」の手本を見せる
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石田さんが作業する自宅の一室には、カラフルな革やボ
タンなどのメタルパーツがあふれています。

洋裁が得意な母親の影響で、子どものころからクマのぬ
いぐるみやバッグを作るのが好きだった石田さん。レザー
クラフト（革細工）に興味を持ったのは、20歳でイギリス
へ旅行に行ったときでした。
「革だけで作られたテディベアがお店に飾ってあり、味

わいある質感に引かれました」
それから革を使うようになり、最初はキーホルダー、財

布など、自分や家族が使う物を作っていましたが、それを
見て、気に入った友人の口コミから次第に石田さんの作品
が知られるようになりました。

石田さんは革
の魅力を「ウマ、
ヘビなどたくさ
んの種類があり、
長持ちするので
使 え ば 使 う ほ

ど、柔らかくなり手になじんできます」とうれしそうに話
します。こだわりは「使う方とじっくり打ち合わせること」。
どういったデザインがいいか相手の希望を聞き、試作品を
見せながら、色や形などをアドバイスします。
「硬い・柔らかい・重い・軽いなど革の性質を考え、用途

に合わせて革を選んでいます。使ってくださる方のことを
考えながら作っているときが一番楽し
いです」

創作活動以外では、友人とクラシッ
クの音楽会の開催に取り組んでいます。
「世界的にも有名なバイオリンやチ

ェロなどの演奏家を霧島市に招き、11
月に開催しています。革を使い音楽会
のチケットを作るなどしています」

普段からアイデアを練り「今年は和
服にも似合うバッグを作りたい」と考
えている石田さん。霧島市での創作活
動はこれからも続きます。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

味わいのある「革」作品

中ちゃん・ユミ
[霧島のお勧めスポット]	

和服で参拝する「和服で参拝、
ぶらり霧島神宮」。着物も選べます。

あゆみ・チュンチュン
[霧島のお勧めスポット]	
溝辺町の「坂留鶏肉店」。
鳥刺しがおいしいです。

ジッピ・チョリッツ
[霧島のお勧めスポット]	
牧園町の「まほろばの里」。
芝スキーは気分爽快です。

なん
[霧島のお勧めスポット]	
国分の城山公園。

観覧車もあって大人も楽しめます。

�
５月号から、市内で活躍する若手アーティストを中心に、リレー形式で紹介します。
今回、紹介するのはウシやブタといった動物の革で小物やバックを作る「R

ロ ワ

oi:m
ミ ッ ク

icc」の石田梨奈さん（38）です。

ぴー
[霧島のお勧めスポット]	
国分のブレカフェ。

パスタがおすすめです。

石田  梨
り

奈
な
さん（38）

大崎町出身。隼人町
のナチュラルライフ百
momoと牧園町のきり
ん商店に作品を出品し
ている。制作期間は約
１か月。国分中央に夫
と娘の３人暮らし。

ナチュラルライフ百momo作品展
（石田梨奈さんの作品が展示されます）

◦ 期間＝５月11日（水）～ 22日（日）午前11時～午
後６時　※月・火曜は定休日。

◦ 場所＝ナチュラルライフ百momo
　（隼人町小田718-2）

問＝ナチュラルライフ百momo  ☎（73）5160

入場料無料
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霧
島
神
宮
は
全
国
で
も
有
数
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
で
、

年
間
約
１
５
０
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

そ
の
多
く
が
参
拝
を
し
て
境
内
周
辺

を
散
策
し
帰
り
ま
す
が
、
実
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
興
味
深
い
場
所

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

国
歌
の
歌
詞
に
出
て
く
る
「
さ
ざ

れ
石
」
が
参
道
の
脇
に
あ
っ
た
り
、

神
木
を
後
ろ
か
ら
見
る
と
不
思
議
な

光
景
が
見
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
少

し
視
点
を
変
え
る
と
多
く
の
発
見
が

あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
レ
ン
タ
ル
し
た
和
服

を
着
て
神
宮
周
辺
を
散
策
す
る
女
性

の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

歴
史
と
伝
統
が
あ
る
霧
島
神
宮
の
新

た
な
魅
力
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧島市には意外と知られていない魅力がたくさんあります。今回から霧島市の楽しい場所や、
そこの知られざるディープな魅力を紹介する「 I ♥ 霧島（アイラブきりしま）」をスタートします。
皆さんも霧島市の新たな魅力を知って、たくさんの人にPRしてください。

パワースポット「霧島神宮」

石灰石が雨水で溶かされ、粘着力が強い液体とな
り長い年月をかけて地中の小石を集結して次第に
大きくなったもの。最初に発見された岐阜県から
昭和62年に寄贈された。

さざれ石
社殿の奥にある昔利用されていた参道。麓に若宮
神社、鎮守神社があり、そこを参拝してから霧島
神宮に参拝していた。石段はコケ蒸し、神秘的な
雰囲気を漂わせている。

旧参道
樹齢約800年といわれる樹高33ｍ、幹囲7ｍの
スギの根元から10ｍほどの部分を裏から見ると、
烏帽子と格衣を着た神官が社殿の方角に向け、拝
礼しているように見える。

神木の神官

❶

和服で参拝、ぶらり霧島神宮

◦料金＝	女性1人3,000円（着物レンタル・着付代込み）
※事前に申し込みが必要。
��問・�申＝霧島市観光案内所（観光協会）☎（57）1588

和服を着て、神宮周辺を散策しませんか。

シリーズ第 1弾では、社殿などが国指定重要文化財に指定されている霧島神宮を紹介します。

昨年、社殿造営300年を迎えた霧島神宮

村松恭
ゆき

亘
のぶ
さん（28）

霧島神宮権
ごん
禰
ね
宜
ぎ

御手洗川
若宮神社

休憩所

鎮守神社

山神社

三の鳥居

さざれ石

旧山道
神木

参道

授与所

社務所

手水舎

霧島神宮
社殿

展望所

●❶

●❷
●❸

体験の様子を
ケーブルテレビで

放送します。
◦ 放送日時＝５月14日（土）
〜17日（火）、○再 21日（土）
〜24日（火）午前３時〜、
９時〜、正午〜、午後４
時〜、８時〜、11時〜
◦ 番組名＝南九州ケーブル
テレビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

アイラブ霧島 検索

アイラブ

霧島神宮社殿は島津家の寄進で建てられました。その社殿はどこを向いて建てられているでしょうか？

（答）鹿児島市にある島津家の居城・鶴丸城の方角を向いている。

※答えは下部に掲載しています。

I♥クイズ

案内人

❶ ❷ ❸POINT POINT POINT

約50種類の着物から、
季節や好みに合わせて選べます。
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お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市
議
会
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◦�

６
月
３
日（
金
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

６
月
14
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

６
月
15
日（
水
）～
17
日（
金
）／

本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

７
月
１
日（
金
）／
本
会
議
最
終

日（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

市
内
で
行
わ
れ
る
健
康
生
き
が

い
づ
く
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得

し
、
６
ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
健
康
グ
ッ
ズ
が
当

た
り
ま
す
。
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

対
象
期
間
＝
５
月
１
日（
日
）～

平
成
29
年
３
月
19
日（
日
）

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

広
報
誌
で
紹
介
す
る
対
象
事
業

に
は

を
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

バ
ン
ガ
ロ
ー
・
貸
し
テ
ン
ト

予
約
受
け
付
け
開
始

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
次
の
要
領
で
期

間
中
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
�

受
付
期
間
＝
６
月
１
日（
水
）～

８
月
31
日（
水
）

⃝
�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※�

６
月
は
毎
週
月
曜
が
休
園
日
、

７
～
８
月
は
無
休
。

※�

６
月
１
日
は
現
地
で
の
み
受
け

付
け
ま
す
。
７
月
８
日（
金
）～

11
日（
月
）は
都
合
に
よ
り
予
約

が
で
き
ま
せ
ん
。

◎�

�問・�申
＝
国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水

浴
場
管
理
事
務
所
☎（
45
）１
５

５
０

５
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

６
月
１
日
現
在
の
経
済
セ
ン
サ

ス
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
統

計
法
に
基
づ
い
た
調
査
で
、
経
済

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
、

社
会
経
済
の
発
展
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

５
月
下
旬
か
ら
、
市
内
全
て
の

事
業
所
へ
「
調
査
員
証
」
を
携
行

し
た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
全
て
の
事
業
所

で
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
も
可
能
で
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票

は
ほ
か
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
情
報
政
策
課
☎（
64
）０
９

３
３

粉
ミ
ル
ク
支
給
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

今
年
の
５
月
か
ら
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
粉
ミ
ル
ク
券
を

支
給
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
者
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳

児
が
い
る
保
護
者
。

①�

母
親
が
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
－
１
型
陽
性
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ
－
１
キ
ャ
リ
ア
）�

や
ほ
か
の

病
気
な
ど
に
か
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
母
乳
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
乳
児

②�

多
胎
児
の
う
ち
、
第
１
子
を
除

い
た
乳
児

③�
出
生
体
重
が
２
０
０
０
㌘
以
下

の
乳
児
（
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
限
る
）

⃝
�

支
給
額
＝
対
象
乳
児
１
人
に
つ

き
1
か
月
当
た
り
３
０
０
０
円

分

⃝
�

支
給
期
間
＝
出
生
の
翌
月
以
降

の
申
請
月
か
ら
１
歳
の
誕
生
月

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

◎�

�問・�提
＝
子
育
て
支
援
課
子
ど

も
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
９
１
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

民
生
委
員
一
斉
改
選
の
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
各
担

当
地
区
で
、
一
人
暮
ら
し
の
不
安
、

生
活
困
窮
、
子
育
て
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
利
用
で
き

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や

行
政
と
の
つ
な
ぎ
役
を
担
っ
て
い

ま
す
。
市
に
は
現
在
２
８
２
人
の

民
生
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
11
月
に
は
３
年
間
の
任
期

が
終
了
し
、
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

ま
す
。
現
在
、
各
地
区
自
治
公
民

館
に
適
任
者
の
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
民
生
委
員

の
推
薦
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎�

�問
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

固
定
資
産
税
の

免
除
・
減
免
に
つ
い
て

災
害
で
損
害
を
受
け
た
り
、
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

申
請
す
る
と
免
除
や
減
免
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

主
な
要
件

市
民
会
館
自
主
事
業

風
間
杜も

り

夫お

一
人
芝
居
「
正
義
の

味
方
」
を
開
演
し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
６
月
１
日（
水
）午
後
７

時
か
ら
（
開
場
＝
午
後
６
時
30

分
）

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当

日
券
は
各
５
０
０
円
ア
ッ
プ
）

※�

全
席
指
定
。

※�

未
就
学
児
は
入
場
不
可
。

⃝
�

販
売
所
＝
市
民
会
館
、
市
教
育

委
員
会
各
出
張
所
、
市
役
所
１

階
売
店
な
ど

◎�

�問
＝
市
民
会
館
☎（
64
）０
９
２

６ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

表
示
方
法
が
厳
格
化

４
月
１
日
か
ら
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
カ
バ
ー
な
ど
で

覆
い
隠
す
こ
と
、
シ
ー
ル
な
ど
を

貼
り
付
け
る
こ
と
、
回
転
さ
せ
て

表
示
す
る
こ
と
、
折
り
返
す
こ
と

な
ど
が
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。
一

定
の
位
置
・
方
法
で
表
示
し
な
け

れ
ば
、
運
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
運
輸
支
局
☎
０
５

０（
５
５
４
０
）２
０
８
９

ま
で
。
転
入
者
の
場
合
は
出
生

の
翌
月
以
降
で
、
住
民
登
録
し

た
月
以
降
の
申
請
月
か
ら
１
歳

の
誕
生
月
ま
で
。

⃝
�

申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝
①
母

子
健
康
手
帳
、
②
印
鑑
、
③
検

査
結
果
の
写
し
、
④
診
断
書

（
③
、
④
は
必
要
な
人
の
み
）

⃝
�

申
請
場
所
＝
健
康
増
進
課
、
す

こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

環
境
に
優
し
い
農
業
に

取
り
組
む
人
に
交
付
金

⃝
�

対
象
＝
販
売
を
目
的
と
し
て
生

産
を
行
う
農
業
者
な
ど
で
、
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て

お
り
（
有
機
農
業
で
の
申
請
の

場
合
は
不
要
）、
所
要
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
人
。

⃝
�

条
件

◦�

化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
５

割
以
上
低
減
す
る
活
動
と
カ

バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
、
た
い
肥
（
炭

素
貯
留
効
果
が
高
い
も
の
）
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
。

◦�

化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
用
し
な

い
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
。

⃝
�

支
援
単
価
＝
10
㌃
当
た
り
３
０

０
０
～
８
０
０
０
円

※�

こ
の
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
６
月
30
日（
木
）ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
９

１
０
、各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

児
童
手
当
現
況
届
は

６
月
中
に
提
出
を

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降

の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な

り
、
２
年
間
提
出
が
な
い
と
受
給

権
が
な
く
な
り
ま
す
。
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
況
届
の
書
類
は
、
５
月
末
に

各
家
庭
へ
発
送
予
定
で
す
。

⃝
 

受
付
期
間
＝
６
月
１
日（
水
）～

30
日（
木
）
※
土
日
を
除
く
。

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
現
況
届
、
印
鑑

（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）、

受
給
者
の
健
康
保
険
証
（
受
給

者
が
社
会
保
険
に
加
入
の
場

合
）、
保
護
者
（
受
給
者
と
配

偶
者
）
の
所
得
証
明
書
（
平
成

28
年
１
月
１
日
現
在
で
本
市
に

住
所
が
な
い
人
）、
そ
の
ほ
か

必
要
書
類

【
固
定
資
産
税
】

①�

災
害
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上

（
全
壊
、半
壊
、土
砂
流
入
な
ど
）の

固
定
資
産
に
損
害
を
受
け
た
人

②�

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
扶

助
を
受
け
て
い
る
人

③�

②
と
同
程
度
の
収
入
額
と
認
め

ら
れ
る
人

④�

自
治
会
の
公
民
館
や
運
動
場
、

公
園
な
ど
で
、
直
接
そ
の
目
的

の
た
め
に
使
用
す
る
固
定
資
産

（
そ
の
敷
地
を
含
み
有
料
使
用

分
を
除
く
）

⃝
�

手
続
き
方
法
＝
申
請
書
、
理
由

を
証
明
す
る
書
類
（
生
活
保
護

受
給
証
明
書
、
罹り

災さ
い

証
明
書
な

ど
）
を
提
出
。

⃝
�

提
出
期
限
＝
事
由
発
生
後
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
災

害
に
つ
い
て
は
災
害
を
受
け
た

日
か
ら
60
日
以
内
）

※�

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

が
な
け
れ
ば
次
回
納
期
分
か
ら

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

※�

納
付
済
み
の
期
は
減
免
対
象
と

な
り
ま
せ
ん（
災
害
減
免
は
除

く
）。
そ
の
ほ
か
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�提
＝
税
務
課
固
定
資
産
税

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
５
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

国分庁舎増築工事（２工区）
に伴い、警察署側出入り口部
分の車両や歩行者の進入がで
きません。期間は平成29年
３月中旬まで。
歩行者は、仮囲い沿いに専

用の連絡通路を設けますが、
既設庁舎内の天井工事に伴い、
平成28年４月29日（金）から同
年６月末までの期間通行がで
きません。
庁舎増築工事に合わせ、エ

レベーターや天井の改修など、
そのほか改修工事も行います。
工事期間中はご迷惑をお掛

けしますが、ご理解、ご協力
をお願いします。
�問＝総務課  ☎（64）0983

❶

国分庁舎増築建築工事（２工区）に伴う通行止めのお知らせ

複合施設棟
（国分公民館）

お祭り広場駐車場
身障者用駐車場

行政棟

霧島
警察署

霧島地区
交通安全

協会

公用車車庫

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

西
駐
車
場 シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

東
駐
車
場	

機械棟

議
会
棟

増
築
工
事

仮
囲
い
中	

市民会館方面

国分駅

２
Ｆ
公
民
館

出
入
り
口

平成28年４月15日（金）～
平成29年３月中旬
車両や歩行者進入禁止
※歩行者専用の連絡通路は
　　仮囲い沿いに設置します。

歩行者用連絡通路

＝出入口

21  Kirishima City Public Relations, 2016.5, Vol.230, Japan 広報きりしま  20

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n



K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

パ
ソ
コ
ン
点
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
な
ん
て
ん
」会
員
募
集

広
報
き
り
し
ま
な
ど
の
点
訳
を

た
す
こ
と
。

①�

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
満

18
歳
以
上
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
こ
と
。

②�

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
参
加
で
き
る
こ
と
。（
年
間

２
回
程
度
）

③�

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
を

３
つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
こ

と
。

④�

市
職
員
や
市
議
会
議
員
で
な
い

こ
と
。

⃝
�

任
期
＝
選
任
の
日
か
ら
２
年

⃝
�

応
募
方
法
＝
必
要
事
項
を
記
入

し
た
応
募
用
紙
（
担
当
課
窓
口

で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
と
作

文
「
テ
ー
マ
＝
霧
島
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
つ
い
て
（
様
式
自
由
、
８
０

０
字
程
度
）」
を
持
参
す
る
か
、

郵
送
、
メ
ー
ル
で
。

⃝
�

応
募
期
間
＝
５
月
10
日（
火
）～

31
日（
火
）必
着

⃝
�

提
出
先
＝
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ
、
隼
人

地
域
振
興
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
））

�

選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

⃝
�

受
付
＝
５
月
11
日（
水
）
か
ら

※�

講
座
ご
と
に
必
要
な
も
の
が
異

な
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

し
て
視
覚
障
が
い
者
に
配
布
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。

⃝
�

日
時
＝
毎
週
火
曜
、
午
前
９
時

～
11
時

⃝
�

場
所
＝
隼
人
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

消
費
者
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

毎
年
５
月
の「
消
費
者
月
間
」に

合
わ
せ
、
市
で
は
消
費
者
問
題
に

関
す
る
パ
ネ
ル
や
う
そ
電
話
詐
欺

な
ど
の
実
例
チ
ラ
シ
、
啓
発
グ
ッ

ズ
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
々
巧
妙
化
す
る
う
そ
電
話
詐

欺
の
被
害
者
の
大
半
は
「
自
分
は

だ
ま
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
う

こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
10
日（
火
）～
20
日

（
金
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎�

�問
＝
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
６
４

さ
ん
さ
ん
・
サ
ン
デ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
会
、

子
ど
も
工
作
教
室
、
占
い
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
雑
貨
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

体
験
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
29
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り

◎�

�問
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）３

３
７
３

募
　
集

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

男
女
共
同
参
画
の
意
味
や
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
の
関
係
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
12
日（
日
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

テ
ー
マ
＝
男
女
共
同
参
画
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

⃝
�

講
師
＝
た
も
つ
ゆ
か
り
さ
ん

（
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア
代
表
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
８
日（
水
）

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
１
４
℻（
47
）２
５
２
２

「
霧
島
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
」の
委
員
を
募
集

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
重
要

事
項
を
審
議
す
る
委
員
の
一
部
を

募
集
し
ま
す
。

⃝
 

募
集
人
数
＝
５
人
以
内

⃝
�

資
格
＝
次
の
全
て
の
条
件
を
満

０
９
１
４
、
メ
ー
ルkikaku�

@
city-kirishim

a.jp

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
（
１

講
座
１
枚
）
に
講
座
番
号
、
口

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
 

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

相
　
談

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
人

相
談
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
相
談
や
、

人
権
の
考
え
方
を
広
め
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
法

の
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

■
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

◦�

国
分
＝
石
塚
義
人
・
漆

う
る
し

木き

ミ
ヱ
・

山
下
佐
和
子
・
柳
田
秀
徳
・
岩

﨑
明
・
池
田
裕
子

◦�

溝
辺
＝
剥は

ぎ

岩い
わ

裕

◦�

横
川
＝
立
山
謙
一

◦�

牧
園
＝
古
川
正
利

◦�

霧
島
＝
中
神
実

◦�

隼
人
＝
下
玉
利
守
、
居い

細ざ
い

工く

學
、

井
上
嘉か

知ち

子こ

、
福
丸
育
美

◦�

福
山
＝
永
田
聖し

ょ
う

子こ

■
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

⃝
�

開
設
日
時
＝
６
月
1
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
 

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、溝
辺
総
合
支
所
、横
川
健

康
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
牧
園
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
霧
島
総
合
支

所
、
隼
人
庁
舎
、
福
山
公
民
館

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

◎�

�問
＝
な
ん
て
ん【
永
野
】☎（
43
）

４
０
７
８

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド

養
成
講
座

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
ガ
イ
ド
と
し

て
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
 

日
程
＝
６
月
８
日（
水
）～
11
月

（
毎
月
１
回
、
全
６
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
高
千
穂
地
区
公
民
館
ほ

か

⃝
�

内
容
＝
座
学
（
森
林
セ
ラ
ピ
ー

と
は
）、
ロ
ー
ド
散
策
。

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
観
光
課
に
持
参

す
る
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
。

⃝
�

申
込
用
紙
配
布
場
所
＝
観
光
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
。（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

◎�

�問・�申
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８

９
５
℻（
64
）０
９
５
８

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

ほ
場
で
の
野
菜
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
生
産
・
栽
培
管
理
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
管
理
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
農
業
関
連
企
業
へ
の

就
職
を
目
指
す
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

⃝
�

訓
練
期
間
＝
７
月
１
日（
金
）～

12
月
28
日（
水
）午
前
９
時
～
午

後
３
時
30
分

※
土
日
祝
日
除
く
。

⃝
�

訓
練
施
設
＝
た
か
ら
べ
森
の
学

校
（
旧
財
部
北
中
学
校
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

実
習
費
用
と
し
て
１
万
３
０
０

０
円
程
度
必
要
）

⃝
�

応
募
資
格
＝
関
係
職
種
へ
就
職

を
希
望
す
る
人

⃝
�

定
員
＝
15
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
10
日（
金
）

⃝
 

申
込
場
所
＝
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
窓
口

■
選
考
試
験

⃝
�

日
時
＝
６
月
21
日（
火
）午
前
９

時
か
ら

⃝
�

選
考
開
場
＝
県
立
鹿
屋
高
等
技

術
専
門
校

◎�

�問
＝
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門

校
☎
０
９
９
４（
44
）８
６
７
４

講座名 内　　　　容 日　　時 場　所 参加料 申込期限

English
Hour

自分に合ったレベルで、
楽しく英語で会話しま
しょう。
※�参加は１人１つのレベ
ルに限ります。

初級：6/ 6（月）
18：00～ 19：00
中級：6/ 6（月）
19：10～ 20：10
上級：6/20（月）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料

初級：6/ 2（木）
中級：6/ 2（木）
上級：6/16（木）

英語で
ティータイム

英語で話をしながら、
ティータイムを過ごしま
せんか。
※�参加は英語初級レベル
以上の人に限ります。

6/ 8（水）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室 無料 6/ 7（火）

国際料理
キッチン

中国出身の交流員と一緒
にチマキとシロキクラゲ
スープ作り、端午の節句
を過ごしませんか。

6/ 9（木）
14：00～ 16：30

国分公民館
調理実習室
・講義室

600円 6/ 6（月）

韓国語教室
数字を勉強し、自分の誕
生日が言えるようになり
ませんか。

6/16（木）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料 6/14（火）

中国語教室
スーパーで買い物をする
時に使用する言葉や表現
を学びませんか。

6/16（木）
14：00～ 15：00

国分公民館
小会議室 無料 6/14（火）

講座名 日　　時 定　　員 受講料

アートな筆文字講座 6/6（月）
13：30～ 15：30

先着20人
（10人以上で開催） 600円

燃焼系ストレッチ 6/8から6/29（毎週水曜、全４回）
9：50～ 10：50

先着30人
（10名以上で開催） 2,000円

たのしい
骨盤体操

6/8から8/24（全て水曜、全10回）
19：00～ 20：00

先着30人
（10名以上で開催） 4,500円

大人の
バレエストレッチ

6/16から7/7（毎週木曜、全４回）
11：00～ 12：00 先着15人 2,000円

やさしい
ヨガ教室

6/21から7/26（毎週火曜、全６回）
13：30～ 14：30

先着30人
（10名以上で開催） 3,000円

講座
番号 講　座　名 日　　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

（必着）

2 再チャレンジ！
パソコン基礎講座

6/9（木）、10（金）
9：30～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 5/26

（木）

35 仕事に役立つ
エクセル基礎講座

6/14（火）、15（水）
18：30～ 20：30

メディア
センター 20人 500円 5/31

（火）

15 スマホ・タブレット
基礎講座（アンドロイド）

6/16（木）、17（金）
9：30～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/2

（木）

5 ワード2010入門講座 6/21（火）、22（水）
9：30～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/7

（火）

6 ワード2010ステップ
アップ講座

6/23（木）、24（金）
9：30～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/7

（火）

国際交流員と交流しよう

◦対象＝市民　◦定員＝先着各 15人　※キャンセルの場合、前日までに連絡ください。
※電話か市ホームページから申し込みください。
��問・�申＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914

アメリカ、韓国、中国出身の国際交流員と楽しく交流しませんか。
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環霧島・錦江湾奥イベント情報

このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

霧
島
市
を
走
る
バ
ス
路
線
の

牧
之
原
平
山
循
環
線
は
国

分
の
渡わ

た

瀬せ

地
区
、
平
山
地
区
を
走

る
バ
ス
路
線
で
、
地
域
の
方
々
の
貴

重
な
交
通
手
段
で
す
。
深
い
山
あ

い
の
道
を
中
型
バ
ス
が
道
幅
い
っ
ぱ

い
に
走
る
風
景
は
迫
力
満
点
。
騒

が
し
い
市
街
地
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
自
然
豊
か
な
森
の
中
の
風
景
を

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
路
線

バ
ス
で
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
（
や
ん
し
げ
号

31
歳
男
性
）

●

市
内
に
は
民
間
バ
ス
が
21
路
線

あ
り
、
市
で
も
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
１
回
１
５
０

円
で
、
い
き
い
き
チ
ケ
ッ
ト
も
利

用
で
き
ま
す
。
上
手
に
使
っ
て
霧

島
市
内
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

広
報
き
り
し
ま
は
毎
月
素
晴

ら
し
い
絵
は
が
き
な
ど
を

と
じ
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
故
郷

の
自
然
な
ど
を
思
い
出
さ
せ
る
と
と

も
に
、
か
つ
て
の
友
人
や
知
人
、
家

族
な
ど
と
過
ご
し
た
昔
と
ど
こ
か

で
深
く
結
び
付
き
、
懐
か
し
さ
と

共
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

私
は
こ
の
絵
は
が
き
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
に
と
考
え
、
友
人
や
子
ど

も
、
孫
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
自
然

や
風
景
の
ほ
か
に
、
文
化
的
な
遺

産
や
新
し
い
霧
島
の
姿
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
企
画
も
期
待
し

ま
す
。（
松
戸
ユ
ー
カ
リ
85
歳
男
性
）

●

絵
は
が
き
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月

か
ら
霧
島
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を

紹
介
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
後
の
展
開
に
乞

う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

毎
回
わ
く
わ
く
感
い
っ
ぱ
い

で
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
霧
島
市
民
と
な
り
７
年
目

に
な
り
ま
す
。
あ
ま
り
集
団
に
は

な
じ
め
ず
に
、
た
ま
に
サ
ー
ク
ル
に

参
加
す
る
も
挫
折
す
る
年
寄
り
で

す
。
そ
ん
な
中
、
広
報
誌
の
読
者

の
声
の
コ
ー
ナ
ー
で
人
の
心
の
や
り

取
り
に
い
つ
も
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
緑
が
映
え
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
夫
と
一
緒
に
散
歩
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
全
て
を
受

け
止
め
て
く
れ
る
優
し
い
夫
に
感

謝
感
謝
で
す
。（
国
分
大
好
き
バ
バ

ア
67
歳
女
性
）

●

ご
夫
婦
で
散
歩
を
さ
れ
る
方
を

多
く
見
掛
け
ま
す
ね
。
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
も
最

適
。
こ
れ
か
ら
も
ご
夫
婦
仲
良
く

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

仕
事
や
子
育
て
に
日
々
の
時

間
を
費
や
し
、
あ
っ
と
い

う
間
に
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
時
間
を
有
意
義
に
過
ご

し
た
い
と
思
い
、
市
役
所
の
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
開
催
さ
れ
て
い

る
「
な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
を

し
て
い
た
こ
ろ
は
金
銭
的
・
時
間

的
に
も
ゆ
と
り
が
な
く
、
一
生
懸
命

働
い
て
子
育
て
も
終
わ
り
、
や
っ
と

心
の
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し
た
。
今

ま
で
映
画
を
見
る
機
会
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

豊廣良子さん（国分）

⃝  日時＝６月19日（日）午前８時30分〜
午後３時

⃝  場所＝姶良市加治木福祉センター（加
治木町本町393）
＝姶良市加治木地域振興課

☎（62）2111

⃝  期間＝５月21日（土）〜６月５（日）
⃝  時間＝午後７時〜９時
⃝  場所＝出の山公園
⃝  駐車場＝あり

＝�小林市観光協会  ☎0984（22）8684

加治木くも合戦大会 出
いで

の山ホタル恋まつり姶良市 小林市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2016.5

Readers
Voice

タ
ー
は
無
料
で
放
映
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
映
画
を
楽
し
み

な
が
ら
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、「
な

つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会
」
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。（
満
天
59
歳
男
性
）

●

映
画
を
観
る
会
は
毎
週
木
曜
日

の
午
後
１
時
30
分
か
ら
で
、
ほ
か

に
も
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
カ
メ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
講
座
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
☎
64
－
０
９
１
９
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
い
る
の
で
霧
島
市

の
図
書
館
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
鹿
児
島
市
内
か
ら
引
っ

越
し
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

市
役
所
と
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で

用
事
つ
い
で
に
も
立
ち
寄
れ
ま
す

し
、
図
書
館
内
も
明
る
く
外
の
景

色
が
眺
め
ら
れ
た
り
と
雰
囲
気
が

と
て
も
良
く
て
お
気
に
入
り
で
す
。

最
近
で
は
自
分
た
ち
も
本
を
借
り

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
、
毎
週
の

よ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。
無
料
で
た

く
さ
ん
の
本
を
読
め
る
の
で
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
ち
ゃ
ま
ち
ゃ

ま
34
歳
女
性
）

●

国
分
図
書
館
は
年
末
年
始
と
特

別
整
理
期
間（
６
月
）の
10
日
間
を

除
き
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

９
時
ま
で
開
館
。
時
間
外
用
の
返

却
ポ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
市
内
の

図
書
館（
室
）で
は
本
の
ネ
ッ
ト
検

索
や
借
り
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
で
き
ま
す
よ
。
お
近
く
の
図
書

館
へ
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

今
年
の
春
、
主
人
が
転
勤
に

な
り
単
身
赴
任
で
霧
島
市

を
離
れ
ま
し
た
。
赴
任
先
に
い
て

も
こ
ち
ら
の
近
況
や
行
事
な
ど
を

伝
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
少
し

寂
し
い
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
霧
島
で
頑
張
り
ま
す
。（
Ｍ
・

Ｓ
41
歳
女
性
）

●

１
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
電
話
や
メ
ー
ル
も

よ
い
で
す
が
、
と
じ
込
み
の
絵
は

が
き
も
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

80
歳
の
同
窓
会
が
あ
り
大
阪

か
ら
飛
行
機
で
鹿
児
島
へ
。

生
家
近
く
の
田
ん
ぼ
は
昔
懐
か
し

い
ピ
ン
ク
色
の
レ
ン
ゲ
草
が
広
が
っ

た
。（
晴
れ
桜
72
歳
女
性
）

●

危
う
く
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
で

し
た
ね
。
子
ど
も
た
ち
も
び
っ
く

り
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
い
勉

強
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

向む

花け

人
形
を
ご
存
じ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
国
分
向
花
地

区
で
作
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

向
花
人
形
の
研
究
が
進
ん
で
い
ま

す
。
姶
良
市
に
は
帖
佐
人
形
が
あ

り
現
在
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
国
分
は
国
府
が
置
か

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
重
要
な
文
化

財
が
眠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
向
花
人
形
の
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。（
Ｎ
・

Ｈ
82
歳
男
性
）

●

江
戸
時
代
に
国
分
の
向
花
地
区

で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
向
花
人
形
を
ご
存
じ
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
13
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
し
た
。
相
撲
を
と
っ
た
り
寝

転
ん
で
遊
ん
だ
り
し
た
子
ど
も
の

こ
ろ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
同
窓
会

で
は
同
級
生
15
人
と
再
会
。
今
ま

で
生
か
さ
れ
て
い
る
人
生
の
節
目
に

感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
何
事
に

も
前
向
き
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と

誓
い
合
い
ま
し
た
。（
村
岡
光
男
80

歳
男
性
）

●

何
年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
昔
話
に
花
が
咲
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
同
級
生
は
い
い

も
の
で
す
ね
。

見
通
し
の
悪
い
所
を
運
転
中
、

団
地
の
方
か
ら
大
き
な

ボ
ー
ル
が
転
が
っ
て
き
ま
し
た
。
思

わ
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
止
ま

る
と
、
兄
弟
と
思
わ
れ
る
３
人
の

子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。
一
番

大
き
い
お
兄
ち
ゃ
ん
が
ボ
ー
ル
を

拾
っ
て
頭
を
下
げ
る
と
、
妹
さ
ん

も
頭
を
下
げ
、
ま
だ
小
学
校
１
年

か
幼
稚
園
く
ら
い
の
弟
さ
ん
は
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
謝
り
ま
し
た
。
私

も
「
車
に
気
を
付
け
て
遊
ん
で
ね
」

と
声
を
掛
け
ま
し
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な

い
と
あ
ら
た
め
て
思
う
こ
と
で
し

⃝  日時＝６月４日（土）午前９時から
⃝  場所＝垂水市文化会館（田神2750-1）
⃝  入場料＝小・中・高校生は無料、大人
1,000円

＝垂水市社会教育課 ☎0994（32）0224

第18回瀬戸口藤吉翁記念行進曲コンクール垂水市
⃝  期日＝５月28日(土) 〜６月12日(日)
⃝  時間＝午前９時〜午後５時
⃝  場所＝平川動物公園
⃝  内容＝園芸教室や野点（お茶会）など

＝�平川動物公園  ☎099（261）2326

平川動物公園花しょうぶまつり鹿児島市
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〈随ずいそう想〉

5PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

霧島市初のさつまいもを使ったスイーツ専門店。自社農場と契約農家のこだわ
り栽培、長期熟成により最高糖度50度以上を誇る完熟蜜芋「紅はるか」を使用
したシュークリームやケーキが大好評です。焼き芋「薩摩 蜜焼き芋」は冷凍の
状態で全国発送が可能です。お近くにお立ち寄りの際は、ぜひおいでください。

被
災
地
の
復
興
は
霧
島
の
元
気

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

熊
本
県
や
大
分
県
を
中
心
に

広
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」。
そ
の

規
模
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
と
同
じ
く
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
３
。
今
な
お
多
く
の
避

難
者
が
不
安
な
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

５
年
前
、
新
燃
岳
の
歴
史
的

な
大
噴
火
の
折
、
全
国
か
ら
多

く
の
支
援
を
い
た
だ
き
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
今
度
は
、
私
た
ち

が
お
返
し
を
す
る
時
で
す
。

市
で
は
直
ち
に
幹
部
職
員
に

よ
る
支
援
対
策
本
部
を
設
置
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

水
道
部
の
給
水
車
や
消
防
隊
員

の
派
遣
を
は
じ
め
、
関
平
鉱
泉

水
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
支
援

物
資
を
提
供
。
さ
ら
に
、
義
援

金
箱
の
設
置
や
被
災
者
の
一
時

入
居
用
に
市
営
住
宅
を
用
意
す

る
な
ど
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
を
通
じ
て
の
募
金

活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

九
州
全
体
へ
の
外
国
人
観
光

客
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
方

創
生
元
年
と
い
う「
い
ま
か
ら
」

の
時
に
地
域
経
済
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。
一
刻
も
早

い
被
災
地
の
復
興
が
九
州
全
体

や
本
市
の
発
展
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
。
力
を
合
わ
せ
て
復
興
に
尽

く
し
ま
し
ょ
う
。

◎人口／126,232人（－602）
男性／ 60,492人（－373）
女性／ 65,740人（－229）
出生 89人／死亡 121人
転入1,094人／転出1,656人
◎世帯数／59,527世帯（－53）

（平成28年４月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

がんばろう東北、がんばろう神戸。東北はプロ野球チーム楽天の本
拠地。神戸はオリックスの本拠地だった。熊本や大分を中心とし

た震災を誰が想像しただろう。九州は福岡ソフトバンクホークスの本拠
地。いずれもパリーグ。がんばろう九州を合言葉に絆をつなごう（上小園）

まっすぐ伸びた姿勢に大きな礼の声。隼人糸東会の練習を取材し
たとき、礼儀正しい子どもたちに、私もしっかりしなくてはと身が

引き締まりました。４月から新しく木原さんが広報担当に。私も２年目に
突入。身の引き締まる思いで愛される広報誌づくりに頑張ります（土井）

だれもが「自分は大丈夫」と思っているかもしれない。でも自然災害
は誰にでも突然降り掛かる。私たちは常に備えることしかできな

い。自分も避難道具を確認した。熊本で多くの方が眠れない夜を過ご
している。市が配布した防災マップも本棚で眠らせないでほしい（川床）

せかいが違う、不安いっぱい。こう思ったのは、観光課から７年ぶり
に異動し、新年度から広報を担当することになったから。文章の

書き方や写真の撮り方など日々猛勉強中です。自分らしく、チャレンジ
精神で、市民の皆さんから愛される広報誌を目指して頑張ります（木原）

霧島市ホームページ

◎	「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から、マーサン・タームより商品券（1,000円）を15人の方にプレゼント。応募締め
切りは５月23日（月）当日消印有効です。※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

春になると霧島市では、休耕田に植
えられた多くの花々が目を楽しませてく
れます。写真は昨年、隼人町西光寺
で撮影したハルジオン。通常の花びら
は白色ですが、空気がきれいだと薄紫
色になることがあるそうです。花を上か
らのぞき込むと何かの顔に見えて、面
白くて撮った写真。私には娘がよく遊
んでいるクマのぬいぐるみに見えまし
た。皆さんは何に見えますか。自然に
はたくさんの発見がありますね（川床）

田んぼのクマさん
（隼人町西光寺）

平成27年４月16日 午後３時３分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜135㎜
F3.5-5.6　1/400s　	F5.6　	ISO320

今月の表紙

マーサン・ターム  国分湊440-1	☎（73）3350
10：00 ～19：00　定休日：月曜 わっぜか本舗 検索

方
々
を
中
心
に
、
最
終
製
品
を
作

る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
や
、

ブ
ラ
ン
ド
化
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

な
ど
で
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
自
身
も
手
応
え
を
感

じ
２
年
半
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
夫
婦
共
に
愛
着
が
湧
い

た
鹿
児
島
県
内
で
の
定
住
を
決
め
、

移
住
先
を
探
し
て
回
る
日
々
が
始

ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
情
報
を
集
め
、
目
ぼ
し

い
場
所
に
出
掛
け
て
は
条
件
の
検

討
を
続
け
ま
し
た
が
、
全
く
決
ま

り
ま
せ
ん
。
焦
り
が
募
る
中
、
願

掛
け
で
立
ち
寄
っ
た
霧
島
神
宮
で
、

大
鳥
居
越
し
に
見
た
高
千
穂
峰
に

引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
着
の

身
着
の
ま
ま
そ
の
日
の
う
ち
に
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
初
め
て
体

験
す
る
荒
々
し
い
山
肌
に
足
を
取

ら
れ
つ
つ
も
、
晴
天
の
高
千
穂
峰

山
頂
か
ら
の
光
景
は
あ
ま
り
に
も

壮
大
で
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
移
住

の
条
件
な
ど
が
全
く
些さ

末ま
つ

な
こ
と

に
感
じ
、
天
啓
を
得
た
思
い
が
し

ま
し
た
。

「
こ
こ
で
暮
ら
そ
う
。
こ
こ
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
」

強
い
思
い
が
つ
な
が
っ
た
の
か
、

す
ぐ
に
す
み
か
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
半
年
後
の
春
か
ら
子
ど
も
た

ち
は
保
育
園
に
通
い
出
し
、
静
か

に
私
た
ち
家
族
の
霧
島
市
で
の
生

活
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。

私
を
訪
ね
て
来
る
友
人
た
ち
の

多
く
は
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
こ

の
土
地
に
暮
ら
す
こ
と
に
疑
問
を

持
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
私
が

好
き
な
場
所
に
友
人
た
ち
を
連
れ

て
い
け
ば
、
な
ぜ
こ
の
地
を
選
ん

だ
の
か
納
得
し
て
く
れ
ま
す
。
都

会
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
圧
倒
的
な
風
景
や
素
晴
ら
し
い

環
境
が
あ
る
。
も
っ
と
広
く
知
っ

て
も
ら
い
た
い
、
見
て
も
ら
い
た

い
、
心
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
た
風

景
を
求
め
て
、
ま
た
こ
の
地
へ
来

Profile

きりしま移住顛
てん

末
まつ

記
◎新畑  幸一

就
職
の
た
め
大
阪
か
ら
東
京
に

出
た
私
に
と
っ
て
、
近
年
の
日
本

が
（
世
界
が
）
追
い
求
め
続
け
る

経
済
成
長
と
、
東
京
で
遮し

ゃ

二に

無む

二に

働
く
私
個
人
の
欲
は
同
調
し
続
け

ま
し
た
。
よ
り
労
働
条
件
が
良
く
、

よ
り
安
定
し
た
大
き
な
顧
客
を
持

つ
同
業
他
社
へ
の
転
職
を
繰
り
返

す
。
何
の
疑
問
も
持
た
ず
、
自
身

も
そ
の
よ
う
な
消
費
社
会
に
加
担

す
る
広
告
業
界
の
末
席
で
日
々
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
縁
あ
っ
て
結
婚
し
長
子

が
誕
生
。
都
会
の
喧け

ん

騒そ
う

に
ま
み
れ

な
が
ら
ふ
る
さ
と
で
も
な
い
街
で
、

顧
客
の
た
め
本
当
に
良
い
商
品
な

の
か
疑
問
に
思
う
商
品
を
売
る
た

め
に
、
年
が
ら
年
中
ア
イ
デ
ア
を

絞
り
出
す
日
々
に
疑
問
を
抱
い
た

と
き
、
働
き
始
め
て
15
年
が
経
っ

て
い
ま
し
た
。
速
ま
る
人
生
の
速

度
に
困
惑
し
つ
つ
も
、
過
ぎ
た
後

に
後
悔
し
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
別
の
形
で
う
ま
く
使
う

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
模

索
し
た
結
果
、
総
務
省
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
業
に
応
募
し
、
種

子
島
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
第
一
次
産
業
を
担
う

て
ほ
し
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

強
く
思
い
な
が
ら
暮
ら
す
中
、
観

光
協
会
の
仕
事
を
得
て
今
に
至
り

ま
す
。

移
り
住
む
ま
で
の
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

を

思
う
と
、
あ
ま
り
に
も
ス
ム
ー
ズ

に
事
が
運
び
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

替
え
た
電
流
の
流
れ
の
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
が
つ
な
が
っ
て
行
く
。

「
こ
の
地
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え

た
の
か
も
知
れ
な
い
」。
そ
う
感

じ
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
地
に
根
を
張
り
始

め
た
私
た
ち
夫
婦
と
共
に
、
か
ご

ん
ま
弁
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
使

い
だ
し
た
小
さ
な
二
人
の
息
子
た

ち
と
っ
て
は
、
掛
け
替
え
の
無
い

大
切
な
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

移
住
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

晴
天
の
高
千
穂
峰
山
頂
か
ら
の
光
景

しんばた  こういち（46）

大阪府出身。霧島市移住3年
目。現在、霧島市観光協会
事務局次長。イベントや事
業の運営を行うほか、これ
までの経験を生かし霧島を
多くの人々に知ってもらう
ためのプロモーション活動
にも力を入れる。福山町在住。

お芋専門店「マーサン・ターム」の商品券
（1,000円）を15人にプレゼント

�問・�申＝子育て支援課 ☎（64）0991、市子どもセンター ☎（45）4920

子育て中の人が申請するとパス
ポートが交付され、協賛店で提示す
ればさまざまな支援を受けることが
できます。県内には約1,800店舗の
協賛店があり、霧島市内では121店
舗が協賛しています。
平成28年４月からは全国共通ロゴ

マークのシールを貼ると全国で利用できるようにな
りました。シールは子育て支援課、隼人市民福祉課、
各総合支所、市こどもセンターで配布しています。

かごしま子育て支援パスポートが
全国共通で利用できます

各都道府県の実施開始予定
平成28年 4月　下記の都府県以外
平成28年10月　	東京都、山梨県、

大分県、沖縄県
平成29年 4月　神奈川県、大阪府

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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中綴じのクーポンも
ご利用ください。
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